
令和４年度 

「デザイン実践」シラバス 

沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 学期 必修・選択 

工業 グラフィックアーツ科 １ デザイン実践 ２ 全 必修 

使用教科書 デザイン実践 補助教材 
新・カラーイラスト印刷技術 

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ検定問題集 

 

 

○ 工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，社会や生活に

おける諸課題をデザインによって解決することに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

 

 

○ デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるよ

うにする。 

○ デザインにより解決できる課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき構想を立て解決する

力を養う。 

○ デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体

的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

○ 次の三つの観点に基づいて学期毎に評価し、１，２学期は素点化(ABC)します。三学期は年間を通

して総合的に判断して五段階評定をします。 

評価の観点 内  容 評価方法 

① 知識・技能 安全・安心で快適な生活環境を構築し改善するために，デザイ
ンについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとともに，
ものづくりにおける様々な状況に対応できる技術を身に付けて
いる。 

自ら進んで課題に取り組

んでいるかを判断します。 

② 思考・判断 

表現 

デザインにより解決できる課題を見いだし，単に表面的なデザ
イン性だけを優先するのではなく，デザインが社会や生活に与
える影響に対して責任をもち，科学的な根拠に基づき構想を立
て解決する力を身につけている。 

自ら進んで課題に取り組

んでいるかを判断します。 

③ 主体的に取

り組む態度 

デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目
指し，人々が求めているものや社会の動向の情報を基にした機
能を製品化する方法について自ら学ぶ態度や，工業の発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度を身につけている。 

授業参加態度、本読み等の

評価をします。 

 

 

 

○ グラフィックデザイン検定３級対策もこの教科で行います。 

 

 

１科目の目標 

２学習の方法 

３評価の方法 

４その他 



月 

予

定

時

数 

実

施

時

数 

指導項

目 
指導内容（教科書） 

評価の観点 評価規準・評価方法 
振り

返り 知 思 態 知識・技術 
思考・判断・

表現 

主体的に取

り組む態度 

4 

５ 
12   

(１)工業
におけ
るデザイ
ン 
ア．工業
製品の
企画と
計画 
 
イ．ニー
ズとデザ
イン 

 ・デザインの企画，開
発，計画，促進などの業
務における発想法，デザ
イン方法や業務管理方法
などについて指導する。
(デザイン実践 p117～
119) 
・マーケティングの概要，
市場調査，製品企画，宣
伝企画などについて，具
体的な事例について指導
する。(デザイン実践 p119
～132) 

○     

工業的な見
方・考え方を
働かせてデザ
インについて
社会や生活と
の関係を踏ま
えて理解する
ことができる。 

工業的な見
方・考え方を
働かせて工業
におけるデザ
インについて
課題を見つ
け、その解決
に向け工夫す
ることができ
る。 

工業におけ
るデザイン
について自
ら学び、主
体的かつ協
働的に取り
組むことが
できる。   

6 

7 

9 

20   

(２)デザ
インと創
造活動 
ア．デザ
インの概
要 
 
イ．形態
観察と
標示 
ウ．色彩 

・デザインの意義と要素，
創造の意義と手法などに
ついて指導する。(デザイ
ン実践 p1～11) 
・ものの見え方，とらえ
方，表示及び表現の種類
と技法 について指導す
る。(デザイン実践 p18～
22) 
・デザインを行う上で必要
な色彩について指導す
る。(デザイン実践 p80～
94) 

  ○ ○ 

工業的な見
方・考え方を
働かせてデザ
インにおける
観察や標示、
色彩について
理解し、技術
を身につける
ことができる。 

工業的な見
方・考え方を
働かせて創造
活動における
課題を見つ
け、その解決
に向け工夫す
ることができ
る。 

観察と標
示、色彩に
ついて自ら
学び、主体
的かつ協働
的に取り組
むことができ
る。 

 

10 

11 

12 

20   

(３)ビジ
ュアル
デザイン 
ア．ビジ
ュアル
デザイン
の概 
  要 
 
イ．グラ
フィック
デザイン 
 
ウ．パッ
ケージ
デザイン 

・ビジュアルデザインの意
義，要素，視覚伝達の機
能などについて指導す
る。(デザイン実践 p136～
146) 
・宣伝媒体，広告デザイ
ン，編集デザイン，展示
計画などを取り上げ，機
能，目的及び手法につい
て指導する。(デザイン実
践 p147～154) 
・パッケージの種類，構
造，材質及びリユースやリ
サイクルなどの環境への
配慮などを取り上げ，機
能，目的及び手法につい
て指導する。 (デザイン
実践 p157～163) 

  ○ ○ 

工業的な見
方・考えからを
働かせてグラ
フィックデザイ
ンやパッケー
ジデザインに
ついて理解す
ることができ
る。 

工業的な見
方・考え方を
働かせてビジ
ュアルデザイ
ンにおける課
題を見つけ、
その解決に向
け工夫し表現
することができ
る。 

グラフィック
デザインや
パッケージ
デザインつ
いて自ら学
び、主体的
かつ協働的
に取り組む
ことができ
る。 

 

1 

2 
12   

(４)プロ
ダクトデ
ザイン 
ア．プロ
ダクトデ
ザインの
概要 

・プロダクトデザインの意
義，要素，デザインプロセ
ス，デザインと材料，環境
への配慮などについて指
導する。(デザイン実践
p181～187) 

      

工業的な見
方・考えからを
働かせてプロ
ダクトデザイン
について理解
することができ
る。 

工業的な見
方・考え方を
働かせてプロ
ダクトデザイン
における課題
を見つけ、そ
の解決に向け
工夫すること
ができる。 

プロダクトデ
ザインつい
て自ら学
び、主体的
かつ協働的
に取り組む
ことができ
る。 

 

3 6   

(５)環境
デザイン 
ア．環境
デザイン
の概要 

・環境デザインの意義，要
素，デザインプロセス，デ
ザインと環境などについ
て指導する。(デザイン実
践 p281～287) ○     

工業的な見
方・考えからを
働かせて環境
デザインにつ
いて理解する
ことができる。 

工業的な見
方・考え方を
働かせて環境
デザインにお
ける課題を見
つけ、その解
決に向け工夫
することができ
る。 

環境デザイ
ンついて自
ら学び、主
体的かつ協
働的に取り
組むことが
できる。 

 

計 70   
                       

 


